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 天文学史というと、一般的には文字が多く

固いイメージではないでしょうか。購入して

も本棚に入りっぱなしということも多いと思

います。しかしこの書籍は何と心躍るのでし

ょう。年代順に整理されていて、1 テーマが

2 ページ程で完結されています。好きなテー

マを開けば、画像やイラストが多くわかりや

すいですし、何より見ていて楽しいのです。 

古代の人々が夜空を見上げ、日月食や恒星

の動きから暦を作り、やがて地球が宇宙の中

心ではないことに気づくまでのⅠ。そこには

まだ望遠鏡も発明されていない頃から人類が

知恵によって宇宙の姿を知ろうとした歴史が

伝わってきます。やがて 1600 年代からのⅡ

は数学によって太陽系の姿を導き出す時代が

やってきます。天王星の発見など私が学生時

代興味津々だった歴史です。Ⅲの 1850 年代

以降、宇宙は一気に広がりを見せます。天の

川銀河や外側にある銀河の姿が見えてきて、

さらに宇宙誕生や膨張する宇宙の姿が現れて

きます。Ⅳの 1950 年代からは人工衛星によ

る宇宙探査や人類初の月面到達など、手の届

かないと思われていた宇宙が身近になった時

代でした。Ⅴの 1980 年代からはニュートリ

ノやブラックホールなど理論上のものが宇宙

には存在することがわかってきました。そし

てⅥの現在。重力波やブラックホールなど私

たちは宇宙を見る新しい目を手に入れ、さら

に宇宙の謎を解き明かそうとしています。 

宇宙を知りたいという想いはいにしえのこ

ろから受け継がれ、今私たちは宇宙の姿をお

ぼろげながら見ています。しかしまだ宇宙は

わからないことだらけ。何より宇宙の中の地

球は本当に小さくはかなげです。この書籍の

最初のページにある「ペイル・ブルー・ドッ

ト」は広大な宇宙の中にぽつんと輝く地球の

姿です。この書籍は小さな奇跡の星に住む数

多くの天文学者が挑んだ宇宙を知る大冒険の

歴史なのです。 
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